
 
2021年度 年次活動報告書 

 

災害復興医療人類学研究所 
所長 辻内琢也（人間科学学術院 教授） 

 
研究活動概要 
・共同研究グループの編成 
新しく研究員を招聘し、共同研究グループのさらなる充実が図られた。研究チームの概念図を以下に示す。 
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・定例研究会議の実施 
研究所研究員・招聘研究員、および原発事故被災当事者によるアンケート調査

実施に向けたディスカッションを行った。  
2021年 4月 23日︓「2021年度 SSN/WIMA原発事故被害アンケート調査
項目作成（全体）会議②」 
2021 年 6 月 8 日︓「2021 年度 SSN/WIMA 原発事故被害アンケート調査
項目作成（コアメンバー）会議①」 
2021年 6月 14日︓「2021年度 SSN/WIMA原発事故被害アンケート調査
項目作成（コアメンバー）会議②」 
2021年 6月 23日︓「2021年度 SSN/WIMA原発事故被害アンケート調査
項目作成（コアメンバー）会議③」 
2021 年 7 月 6 日︓「2021 年度 SSN/WIMA 原発事故被害アンケート調査
項目作成（コアメンバー）会議④」 
2021 年 9 月 7 日︓「2021 年度 SSN/WIMA 原発事故被害アンケート調査
用紙確認（全体）会議①」 
2021年 9月 15日︓「2021年度 SSN/WIMA原発事故被害アンケート調査
用紙確認（全体）会議②」 
2021年 10月 5日︓「2021年度 SSN/WIMA原発事故被害アンケート調査項目作成（コアメンバー）会議⑤」 
2021年 10月 19日︓「2021年度 SSN/WIMA原発事故被害アンケート調査項目作成（コアメンバー）会議⑥」 
 



 

特に有意義と考える活動、成果等 
・シンポジウムの開催 
⑴ “復興の人間科学 2021”『福島原発事故 10 年の経験から学ぶー当時小学生だった若
者達との対話からー』 
日時︓2021年 11月 28日 
場所︓早稲田大学大隈記念講堂（ZOOM同時開催） 
※当日の YouTube動画はこちら➡ https://wima.jp/?p=1356 
⑵ “復興の人間科学 2022”『FUKUSHIMAは終わっていない︕』 
日時︓2022年 3月 6日 
場所︓早稲田大学国際会議場・井深記念ホール（ZOOM同時開催） 
※当日の YouTube動画はこちら➡ https://wima.jp/?p=1221 

・シンポジウム報告論文の掲載 
・平田修三，金智慧，鴨下全生，他︓福島原発事故 10 年の経験から学ぶ―当時小学
生だった若者達との対話から―．人間科学研究 35(1)︓249-252，2022、人間科学研
究 35(2)︓353-362，2022 
➡ https://wima.jp/?p=1333 
・萩原裕子，中川博之，愛甲裕，猪股正，辻内琢也︓被災当事者の語りに耳を傾け学
ぶことの意義．人間科学研究 35(1)︓261-265，2022 
➡ https://wima.jp/?p=904 

・第 20回日本トラウマティック・ストレス学会（福島）「学会奨励賞︓優秀演題
賞」を受賞（2021年 7月 17～18日） 
辻内琢也，金智慧，岩垣穂大，増田和高，平田修三，日高友郎，扇原淳，小島隆
矢，桂川泰典，熊野宏昭．「福島原発事故首都圏被害者に持続する甚大な精神的被害
―人間科学的実証研究から」． 
➡ https://www.jstss.org/docs/2021081000022/ 

・第 62 回日本社会医学会総会（岡山）「研究奨励賞」を受賞（2021 年 11
月 20～21日） 
伊藤和哉, 赤根歩, 岩垣穂大, 金智慧, 増田和高, 平田修三, 日高友郎, 桂川泰典, 
小島隆矢, 熊野宏昭, 扇原淳, 辻内琢也. 「東日本大震災被災者におけるメンタルヘルス
と社会経済文化的要因との関連」. 

・原著論文の掲載 
岩垣穂大，辻内琢也，金智慧，大橋美の里，賈一凡，中川博之，愛甲裕，猪股正，
扇原淳︓原発事故による県外避難者のメンタルヘルスと生活状況との関連―震災支援ネット
ワーク埼玉による 2018年の調査から―．心身医学 61(7)︓629-641，2021  
➡ https://wima.jp/?p=1562 

 

 
 

その他の活動、成果等 
・NHK総合ニュース（2022年 3月 11日）にて研究成果が紹介 

…東京電力福島第一原子力発電所の事故の影響で避難生活を余儀なくされている人
に医師などで作る研究グループが調査を行ったところ、今も 3 割を超える人に PTSD＝心
的外傷後ストレス障害の疑いがあることがわかりました。この調査は、早稲田大学人間科
学学術院の辻内琢也教授らの研究グループが、福島県から関東などへの避難者の精神
的な負担を調べるため、事故のよくとしの平成 24年からほぼ毎年行い 500人から 1000
人ほどが回答しています。今月、ことしの調査の速報値がまとまり、回答者の 32.6％に、
事故の場面がいきなり頭に浮かぶ「フラッシュバック」に悩むなど PTSD の疑いがある症状が
見られることがわかりました。PTSD の疑いの症状が見られる人の割合は最も高かった平成
24 年の 67.3％に比べ半分程度まで減っていますが、辻内教授は、依然として深刻な現

状だと分析しています。また、調査では新型コロナによる生活への影響について、「生活状況が悪化した」と答えた人が 38％にのぼりました。辻内教授は
「今は避難者の生活に関するさまざまな支援が打ち切られ、PTSD から回復できない人にとってはもがいても前に進めない『泥沼』のような状況だ。福島の
事故は決して終わっておらず、どのような支援ができるかを話し合うべきだ」と話していました。 

以 上 

https://wima.jp/?p=1356
https://wima.jp/?p=1221
https://wima.jp/?p=1333
https://wima.jp/?p=904
https://www.jstss.org/docs/2021081000022/
https://wima.jp/?p=1562

